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閉校施設の利活用に向けた 

サウンディング型市場調査実施要領 【小樽市】 

 

１ 調査名  

 

小樽市の閉校施設の利活用に向けたサウンディング型市場調査 

 

２ 調査対象  

 

旧忍路中学校の土地及び建物（所在地：小樽市蘭島１丁目２８番１号） 

 

３ 調査の背景と目的等  

 

小樽市では、児童生徒数及び学級数の減少により、多くの小中学校が小規模校となり、ま

た、昭和５０年代以前に建築された校舎・屋内運動場が多く、学校施設の老朽化が進んだこ

とにより、本市教育委員会において「小樽市立小中学校 学校規模・学校配置 適正化基本

計画」に基づき、市内小中学校の再編を進めてきました。 

閉校となった学校跡地については、平成２４年３月に策定した「学校跡利用の基本的な考

え方」に基づいて、有効に利活用することとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

閉校施設の中で、旧忍路中学校（令和４年３月移転）の土地及び建物については、公共施

設としては需要が見込まれないことから、利活用が難しい状況です。 

そこで、本市は、民間事業者等との対話を通じて、利活用アイデアを調査するサウンディ

ング型市場調査を実施することとしました。 

 

本調査により、次のような効果を期待しています。 

○民間事業者等のニーズやアイデアを聞くことにより、施設の市場性を把握することがで

きる。 

「学校跡利用の基本的な進め方」 

●従来の利用に配慮しつつ、代替施設の有無や建物の耐震化改修経費、維持管理

経費などの財政負担について十分検討した上で、公共施設としての利活用の

可否を検討する。 

●将来的に公共的な需要が見込まれない場合で、民間等による利活用が地域の

発展や本市のまちづくりに寄与すると考えられる場合においては、売却や貸

付けなどを検討する。 



 

- 2 - 

 

○民間事業者等のノウハウを生かした実現可能性の高い利活用案を幅広く検討することが

できる。 

○民間事業者等にとっても、本市の考え方を直接聞くことや、事業者としての考えを本市に

伝えることができる。 

 

４ 小樽市の現況  

 

小樽市は海岸に面して東西約３６㎞と細長い土地形状で、港周辺から山に向かって扇状

に街並みが広がっています。市街地は日本海に面し、三方が山に囲まれていることから坂や

斜面の多い地形ですが、自然豊かな環境です。北海道開拓の玄関口として栄え、歴史的建造

物が現存する情緒あふれる街並みを形成した観光都市であり、国内外から年間約８００万

人が訪れます。 

【人口】１０５，６６１人【世帯数】６０，５８８世帯  

※いずれも令和６年３月末現在住民基本台帳より 

 【気候】夏（７月）平均最高気温２６.４℃ 平均最低気温１８．８℃ ※２０２４年 

冬（１月）平均最高気温１.２℃ 平均最低気温－４．３℃  ※２０２４年 

初雪は１０月上旬から１１月上旬ごろで、４月上旬ごろまで降雪は続きます。 

１～２月頃は外気温もマイナスとなり、積雪も１メートルほどになります。 

 【小樽市へのアクセス】 

札幌駅から車で約５０分（約３４㎞）、高速道路利用の場合は約４０分 

ＪＲ快速で約３０分、高速バスで約５０分 

 

５ 対象施設の情報  

 

旧忍路中学校 

   小樽駅から車で１８分。西部の蘭島地区にあります。蘭島駅及び蘭島海水浴場に近い

場所にあります。 

 【旧校区の人口、世帯数】約９７０人、５７０世帯 

※令和６年３月末現在住民基本台帳より 

 

所在地 小樽市蘭島１丁目２８番１号 

建築年度 校 舎：昭和３６～４９年 

体育館：昭和４７～６３年 

用途地域等 第一種住居地域 

建物構造 校 舎：鉄筋コンクリート造（一部木造） 

体育館：鉄骨造 

面積 敷地 ２０，４８２㎡（うちグラウンド１２，６９５㎡） 

建物 校 舎：３階建 ２，１６６㎡ 体育館：６２１㎡ 
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耐震性能 耐震診断未実施 

アスベスト アスベストあり（囲い込み処理済） 

アクセス バス（バス停：忍路中央小学校） 

・小樽駅前から余市線で２３分 

・バス停から徒歩５分 

ＪＲ蘭島駅から徒歩１２分 

小樽塩谷ＩＣから車で９分 

 

※施設の外観・図面等は、別添資料１を参照してください。 

※用途地域による建築物の用途制限は、別添資料２を参考としてください。詳しく確認した

い場合は、本市建築指導課（０１３４－３２－４１１１内線７３６７）にお問合せくださ

い。  
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６ 調査の基本事項  

 

（１） 利活用の基本的な考え方 

  利活用に当たっては、以下の考え方に沿った事業を前提としています。 

●地域の発展や本市のまちづくりに寄与すると考えられる事業であること。 

●原則として、現在の都市計画で定められている用途地域において認められている用

途であること。 

●耐震化や改修にかかる費用及び建物を解体する費用は、いずれも事業者の負担であ

ること。 

 

（２） 対話の内容 

  サウンディングにおいて、土地及び建物の利活用の可能性をお聞きします。 

上記（１）の考え方を踏まえて、【別紙２】「サウンディング型市場調査 調査票」の各

項目について、御意見やアイデアをお聞かせください。 

 

（３） 参加対象者 

  閉校施設を利活用する実施主体となりえる法人または法人のグループとします。ただ

し、法人またはその代表者が次のいずれかに該当する場合は、本調査に参加することがで

きません。 

●会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第２２５

号）等の規定に基づき、更生又は再生手続をしている者。 

●暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第６号に規定する暴力団員（以下同じ。））又は暴力団関係事業者（暴力団員が

実質的に経営を支配する事業者その他同条第２号に規定する暴力団又は暴力団員と

密接な関係を有する事業者をいう。）に該当する者。 
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７ 調査の実施方法等  

 

（１） 調査スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 参加（エントリー）手続き方法 

本調査に参加を希望される方は、【別紙１】「エントリーシート」に必要事項の記入の上、

LoGo フォームでお申し込み下さい。 

＜注意事項＞ 

    ※エントリーシートは日本語で記載してください。 

 

 

 

 

 

 

（３） 現地見学 

現地見学を希望される場合は、エントリーシートに記入願います。見学の実施日時等に

ついては、日程調整の上、御連絡します。 

なお、積雪状況や都合により御希望に添えない場合がありますので、あらかじめ御了承

ください。 

 

（４） 対話（サウンディング）実施方法 

対話実施の前に、【別紙２】「サウンディング型市場調査 調査票」を、令和７年２月２

８日（金）までに LoGo フォーム（URL：https://logoform.jp/form/fqKj/859261）または

郵送で提出願います（郵送の場合必着、ＦＡＸ不可）。 

 

令和６年１２月２３日（月）    サウンディング型市場調査の公表・エントリー受付 

～令和７年２月２１日（金）   （希望する方に現地見学を実施） 

     ↓            

 令和７年２月２８日（金）まで   「サウンディング型市場調査 調査票」を提出 

    ↓ 

令和７年３月１０日（月）     対話（サウンディング）の実施 

～３月１４日（金）    

    ↓ 

 令和７年４月（予定）     調査結果の概要について公表 

●申込期間 令和６年１２月２３日（月） ～ 令和７年２月２１日（金） 

●申込先  小樽市総合政策部企画政策室 赤井・秋山 

      LoGoフォーム：https://logoform.jp/form/fqKj/859261 
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＜注意事項＞ 

  ※調査票は、エントリーシートを提出した施設ごとに１部提出してください。 

  ※調査票は、日本語で記載してください。 

 

 

 

 

 

 

（５） 留意事項その他 

●本調査は、参加される方のノウハウ等提案内容の保護のため、個別に対話の場を設定

します。 

●本調査結果は、概要について参加団体に内容を確認いただいた上で、小樽市ホームペ

ージ等で公表します。ただし、参加者の名称は公表しないこととします。 

●交通費等、本調査に要する費用は参加者の負担とさせていただきます。 

●必要に応じて、追加調査（対話・書面による照会など）をさせていただく場合があり

ますので、御協力をお願いします。 

●今後、本調査対象の閉校施設の利活用に係る公募事業等が実施される場合、本調査へ

の参加実績が評価の対象とはなりません。 

 

 

８ お問合わせ先  

 

  小樽市総合政策部企画政策室 赤井・秋山 

   〒０４７-８６６０ 小樽市花園２丁目１２番１号 

     電話 ０１３４（３２）４１１１ (内)２７１ 

    E-mail kikaku@city.otaru.lg.jp 

 

●対話実施期間 令和７年３月１０日（月）～３月１４日（金） 

●場 所    小樽市役所又はオンライン 

詳細な日時と会場については、調整の上、御連絡します。 

オンラインの場合は「zoom」を使用する予定です。 

mailto:kikaku@city.otaru.lg.jp

